
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調布市では小学 3 年生と中学 2 年生で学校歯科医

と歯科衛生士による歯みがき指導をしています。毎年

行っている歯の染め出しは、新型コロナ感染症やイン

フルエンザの流行のためできませんでしたが、むし歯

の原因や飲料に含まれる砂糖の量、生えかわり期やで

こぼこした歯並びでのみがき方等を学習しました。 

 小学生のうちにほと

んどの歯が永久歯へと

生えかわります。生えたての永久歯はまだやわらかかったり、他の歯よ

り低かったりするので、特に注意してみがく必要があります。 

歯は一直線に並んでいるわけではなく、口の中でカーブして並んでい

ます。歯ブラシの面を使い分けて、歯の並びにあった歯みがきをしまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調布市立富士見台小学校  

令和 5 年 11 月 1 日  

校 長 小 俣 弘 子 

主任養護教諭 内井夏江 

全校でむし歯のあった人は33名で、

全受診者の6.4％と非常に少ないです。

調布市や東京都、全国の平均と比べて

も、とても少ない結果です。また、昨

年度(9.4％)と比べて３％も減少して

います。ほとんどの学年は昨年度より

減少しているのですが、2 年生で増加

していました。（4.4％→9.7％） 

＊調布市･東京都･全国は R3 年度の結果 


